
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
八
日
受
領

答

弁

第

一

三

二

号

内
閣
衆
質
一
九
二
第
一
三
二
号

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
沖
縄
県
東
村
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
工
事
に
反
対
す
る
住
民
・
県
民
を
警
備
す
る
た
め
派

遣
さ
れ
た
大
阪
府
機
動
隊
員
に
よ
る
差
別
発
言
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
沖
縄
県
東
村
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
工
事
に
反
対
す
る
住
民
・
県
民
を
警
備
す
る
た

め
派
遣
さ
れ
た
大
阪
府
機
動
隊
員
に
よ
る
差
別
発
言
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

「
「
警
察
法
に
基
づ
き
業
務
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
」
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
発
言
は
起
こ
ら
な
い
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
阪
府
警
察
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
八
日
、
同
府
警
察
か
ら
沖
縄
県
警
察

に
派
遣
さ
れ
た
警
察
官
二
名
が
、
い
ず
れ
も
「
感
情
が
高
ぶ
る
」
な
ど
し
た
結
果
、
北
部
訓
練
場
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
着
陸
帯

の
移
設
工
事
に
反
対
す
る
個
人
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
シ
ナ
人
」
又
は
「
土
人
」
と
の
発
言
（
以
下
「
本
件
発
言
」
と
い

う
。
）
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

大
阪
府
警
察
に
よ
る
と
、
本
件
発
言
を
し
た
こ
と
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三

十
二
条
に
規
定
す
る
「
法
令
」
及
び
「
地
方
公
共
団
体
の
機
関
の
定
め
る
規
程
」
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、

「
上
司
の
職
務
上
の
命
令
」
に
「
忠
実
」
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
条
の
規
定
に
違
反
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
同
条
の
見
出
し
に
お
け
る
御
指
摘
の
「
法
令
等
の
「
等
」
」
と
は
、
同
条
に
規
定
す
る
「
条
例
、
地
方
公

一



共
団
体
の
規
則
及
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関
の
定
め
る
規
程
」
を
い
う
も
の
と
解
さ
れ
る
。

四
に
つ
い
て

大
阪
府
警
察
に
よ
る
と
、
本
件
発
言
を
し
た
こ
と
は
、
地
方
公
務
員
法
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
等
に
違
反
す
る
こ
と

か
ら
、
本
件
発
言
を
し
た
警
察
官
に
対
し
、
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る

と
し
て
懲
戒
処
分
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
同
府
警
察
に
お
い
て
適
切
に
対
応
し
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
警
察
か
ら
沖
縄
県
警
察
に
派
遣
さ
れ
た
警
察
官
が
、
北
部
訓
練
場
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
着
陸

帯
の
移
設
工
事
に
反
対
す
る
個
人
に
対
し
、
「
土
人
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
菅
内
閣
官
房
長
官
は
、
警
察
庁
か
ら

当
該
発
言
を
行
っ
た
警
察
官
に
「
差
別
意
識
」
は
な
か
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
た
た
め
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日

午
後
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
記
者
か
ら
の
当
該
発
言
に
係
る
質
問
に
対
し
、
端
的
に
お
答
え
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
当
該
発
言
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

六
か
ら
十
一
ま
で
に
つ
い
て

二



御
指
摘
の
「
「
土
人
」
や
「
シ
ナ
人
」
発
言
に
対
す
る
鶴
保
大
臣
の
度
重
な
る
擁
護
発
言
」
、「
「
土
人
発
言
」
を
擁
護
」

及
び
「
度
重
な
る
擁
護
発
言
と
矮
小
化
の
発
言
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
鶴
保
国
務
大
臣

は
、
本
件
発
言
に
つ
い
て
は
、
警
察
官
の
よ
う
に
逮
捕
権
を
有
し
、
公
権
力
を
行
使
す
る
者
が
か
か
る
言
動
を
行
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
許
す
ま
じ
き
こ
と
と
考
え
て
い
る
一
方
で
、
本
件
発
言
を
人
権
問
題
と
捉
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
言
わ

れ
た
側
の
感
情
に
主
軸
を
置
い
て
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
本
件
発
言
が
沖
縄
県
民
の
感
情
を
傷
つ
け
た
と
い
う
事
実
が
あ
る

な
ら
ば
し
っ
か
り
と
襟
を
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
人
権
問
題
と
捉
え
る
か
ど
う
か
も
含
め
、
個
別
の
事
案

に
つ
い
て
は
つ
ぶ
さ
に
こ
れ
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
趣
旨
を
述
べ
て
お
り
、
菅
内
閣
官
房
長
官
か
ら
も

政
府
の
見
解
と
し
て
同
様
の
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
金
田
法
務
大
臣
は
、
本
件
発
言
に
つ
い
て
「
大

変
残
念
で
許
す
ま
じ
き
行
為
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
、
「
差
別
的
意
識
に
基
づ
く
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
事
実
の
詳
細

が
明
ら
か
で
な
い
状
況
の
中
で
は
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
菅
内
閣
官
房
長
官
、
金
田
法
務
大
臣
及
び

鶴
保
国
務
大
臣
の
間
で
認
識
に
差
異
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）
は
、
沖
縄
振
興
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
あ
る
べ
き
姿

で
あ
り
、
そ
の
職
責
と
考
え
る
と
こ
ろ
、
鶴
保
国
務
大
臣
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
職
責
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
鶴

三



保
国
務
大
臣
は
本
件
発
言
に
関
し
、
差
別
で
な
い
と
断
定
し
た
の
で
は
な
く
、
差
別
で
あ
る
か
は
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い

旨
を
発
言
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
鶴
保
大
臣
の
見
解
は
「
人
」
と
し
て
、
「
個
人
」
或
い
は
「
政
治
家
」
、
さ
ら
に
は
「
大

臣
」
と
し
て
の
「
見
識
の
あ
る
行
為
」
に
基
づ
く
も
の
と
は
到
底
言
え
な
い
」
、
「
鶴
保
大
臣
は
「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す

る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
い
わ
ゆ
る
ヘ
イ
ト
対
策
法
）
」
の
理
念
や
内
容
、

制
定
に
至
っ
た
経
緯
と
目
的
等
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
」
及
び
「
「
県
民
を
侮
辱
」
し
、
「
差
別
」
し
、
「
県
民
の
気
持

ち
に
寄
り
添
わ
な
い
」
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
ず
、
お
尋
ね
の
よ
う
に
「
内
閣
と
し
て
発
言
の
取
り
下
げ
や
訂
正
、
謝
罪

等
を
求
め
る
」
こ
と
及
び
「
鶴
保
大
臣
を
速
や
か
に
罷
免
」
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

四


